
「 さあ主にささげよう 」
（サムエル記Ⅱ6：14）

さあ主にささげよう　感謝のうたを　×２

ハレルヤ　ハレルヤ　ちからのかぎり

ハレルヤ　ハレルヤ　主にささげよう

さあ主のみ前で　喜びおどろう　×２

ハレルヤ　ハレルヤ　ちからのかぎり

ハレルヤ　ハレルヤ　喜びおどろう
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１１８　威光・尊厳・栄誉

世界中　どこででも　新しい　歌をささげよ

主に歌え　ほめたたえよ

　み救いの知らせを告げよ

まことに主はおおいなる方

　賛美されるべき方

　　威光と尊厳と栄誉　光栄と力

　　ただ主だけを礼拝せよ　

　　天を造り　支えている主



新聖歌１７２番　「 望みも消え行くまでに 」

１　望みも消え行くまでに　世（よ）の嵐に悩むとき

　　数えてみよ主の恵み　汝（な）が心は安きを得（え）ん

＊数えよ主の恵み　数えよ主の恵み

　　数えよひとつずつ　数えてみよ主の恵み

２　主のたまいし十字架を　にないきれず沈（しず）むとき

　　数えてみよ主の恵み　つぶやきなど　いかであらん　　  
＊（くりかえし）

３　世の楽しみ富（とみ）知識　汝（な）が心をさそうとき

　　数えてみよ主の恵み　あまつ国の幸（さち）に酔わん

＊（くりかえし）　　　　　　　                                 アーメン



使徒信条（しとしんじょう）

われは天地の造り主、全能の父なる神を信ず。

われはそのひとり子、われらの主、イエス･キリストを信ず。

主は聖霊によりて宿（やど）り、処女（おとめ）マリヤより生まれ、

　ポンテオ･ピラトのもとに苦しみを受け、

　十字架につけられ、死にて葬られ、陰府（よみ）にくだり、

　三日目に死人のうちよりよみがえり、

　天に昇り、全能の父なる神の右に座（ざ）したまえり。

　かしこより来たりて生ける者と死にたる者とをさばきたまわん。

われは聖霊を信ず。

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、

罪の赦し、身体（からだ）のよみがえり、

永遠（とこしえ）のいのちを信ず。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アーメン



新聖歌１０番　「天地（あめつち）に勝る 」
　　　１　天地（あめつち）に勝る　神の御名を

　　　　　ほむるに足（た）るべき　心もがな

　　　２　おごらず　てらわず　へりくだりて

　　　　　わが主の御座（みくら）と　ならせたまえ

　　　３　生くるも　死ぬるも　ただ主を思う

　　　　　揺るがぬ心を　与えたまえ

　　　４　心をきよめて　愛を満たし

　　　　　わが主の御姿（みすがた）　成らせたまえ

　　　５　御恵み豊けき　主よ来（きた）りて

　　　　　心に御名をば　記（しる）したまえ　　　　　　アーメン



主の祈り

　天にましますわれらの父よ。

　ねがわくは　御名をあがめさせたまえ。

　御国（みくに）を来たらせたまえ。

　御心（みこころ）の天になるごとく、地にもなさせたまえ。

　われらの日用（にちよう）の糧（かて）を今日も与えたまえ。

　われらに罪をおかす者を、われらがゆるすごとく、

　われらの罪をもゆるしたまえ。

　われらをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。

　国（くに）と力（ちから）と栄え（さかえ）とは、

　限りなく汝（なんじ）のものなればなり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アーメン



新聖歌６３番　父　御子　御霊の

ちち　みこ　みたまの

おお　みかみに

ときわに　たえせず

みさかえあれ

みさかえあれ

アーメン


